
(事業実施年度：平成30年度～令和元年度、効果検証年度：令和２年度)

指標 目標値 実績値

③事業の継続

〇整備内容
　高度環境制御型温室、農産物加工体
験施設、直売施設の新築をはじめ、体
験・研修農場や果樹園等の整備を行っ
た。
　新築する施設のうち、高度環境制御型
温室については、使用する建築資材（高
力ボルト）の入荷が遅れたため、令和元
年７月に工事が完了した。
交付金充当額（257,573,184円）
〇運営状況
　令和元年８月１日供用開始。露地野菜
の収穫体験やひまわり迷路イベントの開
催、研修センター等の貸館を行った。
　令和元年１２月には温室でのイチゴの
摘み取り体験を開始し、体験者数は６千
人を超えた。また、農業研修は露地野菜
とイチゴについて栽培から収穫体験まで
の研修を実施した。
　多くの人に訪れていただき、農業の魅
力のPR及び賑わいの創出につながり、
農業振興及び観光振興が図れた。

・幼少期から農業体験ができることはとて
も良い。新型コロナウイルスの影響で摘
み取り体験が中断となったが、感染症の
影響がなければ体験者数はもっと増えて
いたのではないか。
・農業の施策では、白いとうもろこし「ハ
ニーホワイト」など戦略作物を定め、取り
組んでいる。
・今後の農業施策に欠かせない施設であ
り、目標値をすべてクリアしていることか
らも、有効な事業であったと思う。

　
　農業研修は、イチゴ栽培研修に2
名、露地野菜栽培研修に3名の計5
名であった。摘み取り体験を実施す
ることにより栽培のみならず、観光
農園の運営研修としても実施した。
引き続き農業研修を実施し、農業
の人材育成を図って行く。
　農業生産額はイチゴと露地野菜
の収穫体験料及びイチゴの直売で
4,729千円となり目標額に達した。
また、有料農林業体験者数は6,428
人であり、目標数を超えることがで
きた。
　多くの人に訪れていただくことに
より、農業の魅力のPR及び賑わい
の創出につながった。
　今後もこれらの取り組みを継続し
て実施することで、農業振興及び
観光振興を図っていく。

儲かる次世代農
業拠点整備事業

【基本目標・数値目標】

人口：令和2年
90,300人

年間観光入込客：
令和2年　260万人

これまで花と自然の公園で
あった農林公園を新たな農業
振興の拠点として位置づけ、
主に農業人材を育成する農
業研修機能を核とした施設に
リニューアルする。また、地域
農産物のブランド価値を創造
する農産物加工開発機能、
収穫体験を通じて農業の魅
力をＰＲする農業体験機能、
緑豊かな農村での余暇活動
を推進するグリーンツーリズ
ム機能を付加し、農業の生産
性を向上させる拠点施設とし
て整備を行う。

523,673,640 257,573,184
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②地方創生に相当程度効果があった。 ①総合戦略のＫＰＩ達成に有効であった。

成果指標

【１】効果検証（４段階評価）
①地方創生に非常に効果があった。
②地方創生に相当程度効果があった。
③地方創生に効果があった。
④地方創生に効果がなかった。

【２】外部有識者による評価（２段階評価）
①総合戦略のＫＰＩ達成に有効であった。
②総合戦略のＫＰＩ達成に有効とは言えな
い。

【３】今後の方針（５段階）
①追加等更に発展させる
②事業内容の見直し（改善）
③事業の継続
④事業の中止
⑤予定通り事業終了

取組状況・事業の効果 意見等 理由等

地方創生拠点整備交付金効果検証について

対象事業名
総合戦略のＫＰＩ
（重要業績評価指

標）
事業概要

事業費
（単位：円）

交付金
充当額

（単位：円）


